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あなたと暮らしを応援する法律情報誌 
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自
分
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大
丈
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悪
質
商
法 

の
る
な 

そ
の
手
に 

人
間
の
心
理
を
巧
み
に
利
用

す
る
の
が
悪
質
商
法
。 

「
つ
い
つ
い
契
約
を
し
て
し
ま
っ

た
け
ど
解
約
は
で
き
る
の
？
」 

被
害
に
あ
っ
た
方
か
ら
の
相
談

が
急
増
し
て
い
ま
す
。 

あ
な
た
も
一
度
は
、こ
ん
な
危

な
い
目
に
遭
い
そ
う
に
な
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
…
… 

Ａ
さ
ん
は
あ
る
日
、
自
宅
に
訪
れ
た
販
売
員
か
ら
水
道
水

の
危
険
性
を
延
々
と
説
明
さ
れ
、
浄
水
器
を
取
り
付
け
る
よ

う
に
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
代
金
は
工
事
代
を
含
め
て
、
３０
万

円
。
高
額
で
支
払
え
な
い
と
断
っ
た
と
こ
ろ
、
ロ
ー
ン
を
組
め

ば
月
々
１
万
円
の
３６
回
払
い
で
済
む
と
言
わ
れ
、
契
約
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
後
で
よ
く
考
え
て
み
る
と
本
当
に

水
道
水
が
危
険
な
の
か
疑
問
に
思
い
、
解
約
を
申
し
入
れ
ま

し
た
が
、
担
当
者
は
今
留
守
に
し
て
い
る
の
で
わ
か
ら
な
い
と

言
わ
れ
埒
が
あ
き
ま
せ
ん
。
こ
の
ケ
ー
ス
の
場
合
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
期
間
内
（
８
日
）
で
し
た
の
で
、
書
面
で
申
し
出
る

こ
と
に
よ
り
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
た
と
え
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ
て
し
ま
っ

て
も
、
販
売
店
の
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
回
避
と
と
れ
る
言
動

や
長
時
間
に
わ
た
る
勧
誘
、
水
道
水
が
危
険
で
あ
る
と
い
う

虚
偽
の
説
明
で
消
費
者
の
不
安
を
あ
お
っ
た
な
ど
販
売
方
法

の
問
題
点
を
指
摘
し
解
約
で
き
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。 

「
訪
問
販
売
」 

東京司法書士会　黒澤賢一会員＝Text　　井出恒雄＝Photograph

だまされないための
チェックポイント 

1. 根拠のない情報に惑わされない。 
「水道水は危険だ」「お宅の水は濁っている」

といった情報に本当に根拠があるのか冷静

に考えてみること。 

2. その場で判を押さない。 
その場では契約せず、本当に必要なものな

のか、家族や友人に事前に相談すること。 

3. 他社製品を比較検討してから 
購入する。 

本当に安くて性能が良いものなのか、調べて

から購入すること。 

！ 

ローンで
勧める 

高額商品
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ローンで
勧める 

高額商品
 



！ 
！ だまされないための

チェックポイント 

1. 見知らぬ異性からの誘いには 
乗らない。 

見知らぬ異性から電話・手紙・メール等が来

ても、商品販売等が目的であることが多いので、

安易に誘いに乗らないこと。 

2. 怪しいと思ったら誘いを断る。 
知り合って早々に相手の職場や展示即売

会等に誘うのは怪しいと考え断ること。 

3. 安易に契約しない。 
商品の購入を勧められてもその場では契約

せず、一度家に帰って冷静に考えてみること。 

4 3

人の心を
もてあそ

ぶ 

計画的手
段 

Ｃ
さ
ん
は
１
年
ほ
ど
前
、
女
性
か
ら
の
電
話
で
、
宝
石
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
何
度

か
電
話
が
あ
り
仲
良
く
な
っ
た
後
に
、
交
際
が
ス
タ
ー
ト
。

と
こ
ろ
が
、
彼
女
が
勤
務
す
る
宝
石
店
に
遊
び
に
来
な
い
か

と
誘
わ
れ
、
そ
こ
で
宝
石
３
点
を
購
入
す
る
よ
う
に
勧
め
ら

れ
ま
し
た
。
月
々
支
払
え
る
金
額
で
ロ
ー
ン
を
組
め
ば
大
丈

夫
と
言
わ
れ
、
彼
女
の
手
前
も
あ
り
契
約
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
彼
女
と
は
連
絡
が
取
れ
な
く
な
り
、
お
店
も

や
め
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ケ
ー
ス
は
、
デ
ー
ト
に
誘
う
な
ど
の

口
実
で
本
来
の
目
的
を
隠
し
て
呼
び
出
し
、
高
額
の
商
品
を

売
り
つ
け
る
デ
ー
ト
商
法
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
期
間
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
か
ら
相
談
に
こ
ら
れ
る
方

が
多
く
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
販
売
店
が
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

回
避
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
、
騙
さ
れ
た
と
わ
か
る
ま
で

時
間
が
か
か
る
、
人
に
言
う
の
が
恥
ず
か
し
い
等
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
ケ
ー
ス
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
は
す
で
に

経
過
し
て
い
ま
し
た
が
、
販
売
方
法
の
問
題
点
や
契
約
書
の

不
備
を
指
摘
し
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
は
出
来
ま
し
た
。 

「
デ
ー
ト
商
法
」 

低額で点
検・修理

の 

甘い罠 

Ｂ
さ
ん
は
、
隣
家
で
屋
根
の
工
事
を
し
て
い
た
業
者
に
「
お

宅
の
屋
根
の
一
部
に
穴
が
開
い
て
い
る
か
ら
直
し
た
方
が
い
い
、

つ
い
で
だ
か
ら
３
０
０
０
円
で
や
っ
て
あ
げ
る
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
お
か
し
い
と
思
い
断
り
ま
し
た
が
、
業
者
は
そ
の

後
も
か
な
り
し
つ
こ
く
勧
誘
。
断
り
続
け
た
と
こ
ろ
、
結
局

あ
き
ら
め
て
帰
り
ま
し
た
。 

こ
の
ケ
ー
ス
は
、
被
害
に
あ
わ
ず
に
済
み
ま
し
た
が
、
も

し
、
修
理
を
頼
ん
で
し
ま
っ
た
場
合
、
お
そ
ら
く
、「
柱
や
床

も
ガ
タ
が
来
て
い
る
の
で
補
修
が
必
要
」、「
床
下
が
ひ
ど
い
カ

ビ
で
、
放
っ
て
お
く
と
土
台
が
腐
っ
て
し
ま
う
」、「
シ
ロ
ア
リ

が
い
る
」
等
の
理
由
で
補
修
工
事
の
契
約
を
結
ば
さ
れ
、
１
０

０
万
円
か
ら
２
０
０
万
円
く
ら
い
の
請
求
を
受
け
て
い
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
「
低
額
で
工
事
を
し
ま
す
」、「
無

料
で
点
検
し
ま
す
」
と
い
う
よ
う
な
話
に
は
決
し
て
の
ら
ず
、

家
族
と
相
談
す
る
な
ど
慎
重
な
対
応
が
必
要
で
す
。 

 「
点
検
商
法
」 

だまされないための 
チェックポイント 

1.「無料」の裏の営業目的を見抜く。 
戸別に訪問して無料で点検や診断をする業

者は、別の営業目的を持っていることがほと

んどなので、安易に家に入れないこと。 

2. 必要のないものは明確に断る。 
あいまいな返事をするとますます強引にな

るので、最初から「いらないものはいらい

ない」と明確に断ること。 

3. 契約の前に必ず相談する。 
必要かもしれないと思っても、必ず

家族や友人に相談してから契約す

ること。 
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6 5

悪質商法。 
その手にのらないための対策ポイント！ 

利用した覚えがない架空のアダルトサイトの利用料等を請求す
る文書が、はがき・電子メール・電報等で届き、記載された
連絡先に電話すると、「支払わなければ職場に押しかける」等
の脅しを受ける。一旦支払うと別の業者名で次から次へと請求
が来るようになる。（詳細は7ページ以降を参照） 

①身に覚えのない請求は無視して、決して支払わない。 
②記載された連絡先には電話しない。 
③念のため相手から来たはがき等は捨てないで保管しておく。 
 

①裁判所から通知がきた場合は、身に覚えがなくても放置せず、
裁判所（正しい裁判所の連絡先）に連絡して、その書類が
本物であるかどうか確認する。 
②本物であった場合には、司法書士等専門家に相談し、支
払督促に対しては「督促異議」を申立て、少額訴訟に対して
は「答弁書」等の準備をする。 
③偽物であった場合は、警察に届出る。 

名　称 内　容 対　策 

判断能力
が落ちる

 

異様な雰
囲気 

Ｄ
さ
ん
は
、
駅
前
で
ハ
ン
カ
チ
を
配
っ
て
い
る
人
か
ら
「
今
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
や
っ
て
い
る
か
ら
寄
っ
て
い
か
な
い
か
」
と
い
わ
れ
、

会
場
に
案
内
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
等
が
次
々
出
さ
れ
手
を
挙
げ
た
人
に
無
料
で
あ
げ
る
と
言

い
ま
す
。
最
初
は
半
信
半
疑
で
し
た
が
、
周
囲
に
つ
ら
れ
て

手
を
挙
げ
る
と
色
々
な
も
の
が
も
ら
え
ま
し
た
。
そ
こ
に
羽

根
布
団
が
出
さ
れ
、
８０
万
円
の
商
品
が
今
日
は
特
別
に
３８
万

円
と
発
表
。
さ
ら
に
無
料
で
配
ら
れ
た
景
品
も
自
宅
へ
運
ん

で
く
れ
る
と
言
う
の
で
、
思
わ
ず
手
を
挙
げ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
冷
静
に
な
っ
て
み
る
と
自
分
に
は
必
要
の
無
い

も
の
ば
か
り
な
の
で
解
約
を
希
望
。
こ
の
ケ
ー
ス
は
、
無
料
で

景
品
を
あ
げ
る
か
ら
と
販
売
会
場
に
誘
い
、
そ
の
場
の
雰
囲

気
を
盛
り
上
げ
て
正
常
な
判
断
が
出
来
な
い
よ
う
に
さ
せ
、

最
後
に
高
額
な
商
品
を
売
り
つ
け
る
も
の
で
催
眠
商
法
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
販
売
方
法
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
に
よ
り
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
内
（
８
日
）
で
あ
れ
ば
た
と
え
布
団
を
使

っ
て
し
ま
っ
た
後
で
も
大
丈
夫
で
す
。 

「
催
眠
商
法
」 

架空請求（その1） 
はがき・メール等を利用したもの 

裁判所の督促手続や少額訴訟手続を仮装したり悪用したりし
て架空請求をする。 
万一本物であった場合、放置すると架空請求であっても強制
執行を受ける可能性がある。 

架空請求（その2） 
裁判所の手続きを仮装・悪
用したもの 

①振込みを急がせたり、他人と相談すると不利益になるような
言い方をする場合は、まず詐欺の疑いがあると考える。 
②振込む前に必ず事実を確認する。そのためには一旦電話を
切って、こちらから本人（事故等を起こしたとされる身内）と連
絡を取って確かめる。 
③本人と連絡が取れないときは司法書士等の専門家・友人・
警察等に相談する。 

①「確実に収入が得られる」といった誘いには安易に応じず、
そうした仕事に本当に需要があるのかどうかを冷静に判断する。 
②1人で決めずに事前に周囲に相談する。 

子供や孫などの身内を装ったり、警察官や弁護士を装って電
話をかけ、身内の交通事故等の事件の保釈金や、借金返済・
中絶費用等で金銭が必要となり、すぐに金を振り込まないと不
利益が発生する旨を述べて、指定する口座に金を振り込ませよ
うとする詐欺手法。（詳細は７ページ以降を参照） 

折込チラシやダイレクトメール等で、条件の良い内職（パソコ
ン入力・ホームページ作成・チラシ配り等）がある旨を広告し、
連絡してきた希望者に、講習が必要だと言って教材やパソコン
を売りつけ、仕事は紹介しない。 

振り込め詐欺 
オレオレ詐欺 

内職商法 

①注文した覚えがないものは受け取りを拒絶する。 
②誤って身内等が受けとっても、代金を支払う義務はないし返
送する義務もないので、そのままにしておく。 
③１４日間（業者に引き取りを求めたときは７日間）経過すれば
自由に処分できる。ただし、その前に使用すると購入する意思
があるとみなされる恐れがあるので、使わずに保管しておく。 

①服装だけで安易に信用せず、身分証明書等の呈示を求める。 
②怪しいと思ったら当該公的機関に確認する。 

モニターによる収入の支払いより、先に商品の購入を求めるよ
うな契約は締結しないこと。 

知らない人から声をかけられたり、身に覚えのない当選の通知
などには惑わされず、無視する。 

注文していない商品を勝手に送りつけて、間違って受け取った
人が受け取ったから支払わなければならないと勘違いして、代
金を支払うことを狙った詐欺。 

｢消防局の方から来ました。｣ と言って消防署の制服らしき服装
で自宅を訪問し、消火器等を売りつける等、公的機関の職員
を装って商品を販売する商法。 

着物・宝石等の高額商品のモニターを募集し、先にローンを
組んで商品を購入させ、そのローン代金はモニター代として相
手が振り込むというような商法。結局振り込みが来なくなってロ
ーンだけが残ることになる。 

（1） クーリング・オフを検討する。 
悪質商法の対象となる商品やサービスの殆どはクーリング・オフ制度の適応があり、
契約してから8日間（内容によっては20日間）は書面によって通知すれば無条件
に契約を解除し、代金の返還を求めることができます。また、契約から9日以上経
過している場合でも法定の書面が交付されていない等の不備があればクーリング・
オフできることがあります。 

（2） 専門家に相談する。 
クーリング・オフができない場合でも、契約の態様等によっては他の法的手段によ
り契約を解除することも可能ですので、あきらめずに司法書士等の専門家に相談し
てください。 

（3） 契約書等の書面は必ず保管しておく。 
後で重要な証拠となりますので、契約書・領収書等の書面は必ず保管しておきま
しょう。また、契約の態様などについては、記憶が鮮明なうちに日時・場所・状況
等を思い出してメモしておきましょう。 

（4） 警察に被害届を出す。 
被害を被った場合は必ず被害届を出しましょう。たとえ被害額が少なくても泣き寝入
りをすれば詐欺犯を増長させますます被害者が増えることになりますから被害を拡大
しないためにも届けを出しましょう。 

街頭でアンケートをよそおい喫茶店や営業所へ誘って商品やサ
ービスなどの契約をさせるアンケート商法や、ＤＭ等で何かに当
選したように伝え賞品の受取りと称して営業所等に呼び出して、
まったく別の契約をさせる当選商法等がある。 

ネガティブ・オプション 
送りつけ商法 

かたり商法 
送りつけ商法 

モニター商法 

キャッチセールス・ 
アポイントメント商法 
アンケート商法・当選商法 

「簡単に取得できて確実に儲かる資格などない」と肝に銘じて、
曖昧な返答をせずに明確に断る。 

職場に電話がかかり、「○○の資格がすぐ取れる」と言ったセ
ールストークで高額な教材を売りつける。 

資格商法・士（さむらい） 
商法 

それでも悪質商法に引っかかってしまったときは・・・ 

だまされないための 
チェックポイント 

1.「うまい話には裏がある」と疑ってみる。 
街頭で配布している景品や花に惑わされず、

相手の販売意図を見抜くこと。 

2. 会場に誘われても付いて行かない。 
近くの会場に行くよう誘われても付いて

行かないこと。 

3. 必要のないものはたとえ 
安く見えても購入しない。 

周りの人が購入しても自

分の要らないものは「い

らない」とはっきり言うこ

と。 
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悪質商法。 
その手にのらないための対策ポイント！ 

利用した覚えがない架空のアダルトサイトの利用料等を請求す
る文書が、はがき・電子メール・電報等で届き、記載された
連絡先に電話すると、「支払わなければ職場に押しかける」等
の脅しを受ける。一旦支払うと別の業者名で次から次へと請求
が来るようになる。（詳細は7ページ以降を参照） 

①身に覚えのない請求は無視して、決して支払わない。 
②記載された連絡先には電話しない。 
③念のため相手から来たはがき等は捨てないで保管しておく。 
 

①裁判所から通知がきた場合は、身に覚えがなくても放置せず、
裁判所（正しい裁判所の連絡先）に連絡して、その書類が
本物であるかどうか確認する。 
②本物であった場合には、司法書士等専門家に相談し、支
払督促に対しては「督促異議」を申立て、少額訴訟に対して
は「答弁書」等の準備をする。 
③偽物であった場合は、警察に届出る。 

名　称 内　容 対　策 

判断能力
が落ちる

 

異様な雰
囲気 

Ｄ
さ
ん
は
、
駅
前
で
ハ
ン
カ
チ
を
配
っ
て
い
る
人
か
ら
「
今
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
や
っ
て
い
る
か
ら
寄
っ
て
い
か
な
い
か
」
と
い
わ
れ
、

会
場
に
案
内
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
等
が
次
々
出
さ
れ
手
を
挙
げ
た
人
に
無
料
で
あ
げ
る
と
言

い
ま
す
。
最
初
は
半
信
半
疑
で
し
た
が
、
周
囲
に
つ
ら
れ
て

手
を
挙
げ
る
と
色
々
な
も
の
が
も
ら
え
ま
し
た
。
そ
こ
に
羽

根
布
団
が
出
さ
れ
、
８０
万
円
の
商
品
が
今
日
は
特
別
に
３８
万

円
と
発
表
。
さ
ら
に
無
料
で
配
ら
れ
た
景
品
も
自
宅
へ
運
ん

で
く
れ
る
と
言
う
の
で
、
思
わ
ず
手
を
挙
げ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
冷
静
に
な
っ
て
み
る
と
自
分
に
は
必
要
の
無
い

も
の
ば
か
り
な
の
で
解
約
を
希
望
。
こ
の
ケ
ー
ス
は
、
無
料
で

景
品
を
あ
げ
る
か
ら
と
販
売
会
場
に
誘
い
、
そ
の
場
の
雰
囲

気
を
盛
り
上
げ
て
正
常
な
判
断
が
出
来
な
い
よ
う
に
さ
せ
、

最
後
に
高
額
な
商
品
を
売
り
つ
け
る
も
の
で
催
眠
商
法
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
販
売
方
法
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
に
よ
り
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
内
（
８
日
）
で
あ
れ
ば
た
と
え
布
団
を
使

っ
て
し
ま
っ
た
後
で
も
大
丈
夫
で
す
。 

「
催
眠
商
法
」 

架空請求（その1） 
はがき・メール等を利用したもの 

裁判所の督促手続や少額訴訟手続を仮装したり悪用したりし
て架空請求をする。 
万一本物であった場合、放置すると架空請求であっても強制
執行を受ける可能性がある。 

架空請求（その2） 
裁判所の手続きを仮装・悪
用したもの 

①振込みを急がせたり、他人と相談すると不利益になるような
言い方をする場合は、まず詐欺の疑いがあると考える。 
②振込む前に必ず事実を確認する。そのためには一旦電話を
切って、こちらから本人（事故等を起こしたとされる身内）と連
絡を取って確かめる。 
③本人と連絡が取れないときは司法書士等の専門家・友人・
警察等に相談する。 

①「確実に収入が得られる」といった誘いには安易に応じず、
そうした仕事に本当に需要があるのかどうかを冷静に判断する。 
②1人で決めずに事前に周囲に相談する。 

子供や孫などの身内を装ったり、警察官や弁護士を装って電
話をかけ、身内の交通事故等の事件の保釈金や、借金返済・
中絶費用等で金銭が必要となり、すぐに金を振り込まないと不
利益が発生する旨を述べて、指定する口座に金を振り込ませよ
うとする詐欺手法。（詳細は７ページ以降を参照） 

折込チラシやダイレクトメール等で、条件の良い内職（パソコ
ン入力・ホームページ作成・チラシ配り等）がある旨を広告し、
連絡してきた希望者に、講習が必要だと言って教材やパソコン
を売りつけ、仕事は紹介しない。 

振り込め詐欺 
オレオレ詐欺 

内職商法 

①注文した覚えがないものは受け取りを拒絶する。 
②誤って身内等が受けとっても、代金を支払う義務はないし返
送する義務もないので、そのままにしておく。 
③１４日間（業者に引き取りを求めたときは７日間）経過すれば
自由に処分できる。ただし、その前に使用すると購入する意思
があるとみなされる恐れがあるので、使わずに保管しておく。 

①服装だけで安易に信用せず、身分証明書等の呈示を求める。 
②怪しいと思ったら当該公的機関に確認する。 

モニターによる収入の支払いより、先に商品の購入を求めるよ
うな契約は締結しないこと。 

知らない人から声をかけられたり、身に覚えのない当選の通知
などには惑わされず、無視する。 

注文していない商品を勝手に送りつけて、間違って受け取った
人が受け取ったから支払わなければならないと勘違いして、代
金を支払うことを狙った詐欺。 

｢消防局の方から来ました。｣ と言って消防署の制服らしき服装
で自宅を訪問し、消火器等を売りつける等、公的機関の職員
を装って商品を販売する商法。 

着物・宝石等の高額商品のモニターを募集し、先にローンを
組んで商品を購入させ、そのローン代金はモニター代として相
手が振り込むというような商法。結局振り込みが来なくなってロ
ーンだけが残ることになる。 

（1） クーリング・オフを検討する。 
悪質商法の対象となる商品やサービスの殆どはクーリング・オフ制度の適応があり、
契約してから8日間（内容によっては20日間）は書面によって通知すれば無条件
に契約を解除し、代金の返還を求めることができます。また、契約から9日以上経
過している場合でも法定の書面が交付されていない等の不備があればクーリング・
オフできることがあります。 

（2） 専門家に相談する。 
クーリング・オフができない場合でも、契約の態様等によっては他の法的手段によ
り契約を解除することも可能ですので、あきらめずに司法書士等の専門家に相談し
てください。 

（3） 契約書等の書面は必ず保管しておく。 
後で重要な証拠となりますので、契約書・領収書等の書面は必ず保管しておきま
しょう。また、契約の態様などについては、記憶が鮮明なうちに日時・場所・状況
等を思い出してメモしておきましょう。 

（4） 警察に被害届を出す。 
被害を被った場合は必ず被害届を出しましょう。たとえ被害額が少なくても泣き寝入
りをすれば詐欺犯を増長させますます被害者が増えることになりますから被害を拡大
しないためにも届けを出しましょう。 

街頭でアンケートをよそおい喫茶店や営業所へ誘って商品やサ
ービスなどの契約をさせるアンケート商法や、ＤＭ等で何かに当
選したように伝え賞品の受取りと称して営業所等に呼び出して、
まったく別の契約をさせる当選商法等がある。 

ネガティブ・オプション 
送りつけ商法 

かたり商法 
送りつけ商法 

モニター商法 

キャッチセールス・ 
アポイントメント商法 
アンケート商法・当選商法 

「簡単に取得できて確実に儲かる資格などない」と肝に銘じて、
曖昧な返答をせずに明確に断る。 

職場に電話がかかり、「○○の資格がすぐ取れる」と言ったセ
ールストークで高額な教材を売りつける。 

資格商法・士（さむらい） 
商法 

それでも悪質商法に引っかかってしまったときは・・・ 

だまされないための 
チェックポイント 

1.「うまい話には裏がある」と疑ってみる。 
街頭で配布している景品や花に惑わされず、

相手の販売意図を見抜くこと。 

2. 会場に誘われても付いて行かない。 
近くの会場に行くよう誘われても付いて

行かないこと。 

3. 必要のないものはたとえ 
安く見えても購入しない。 

周りの人が購入しても自

分の要らないものは「い

らない」とはっきり言うこ

と。 



8 7

REPORT

「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」「
架
空
請
求
」＝『
振
り
込
め
詐
欺
』 

に
よ
る
被
害
レ
ポ
ー
ト 

平
成
１６
年
１１
月
２７
日（
土
）、

２８
日
（
日
）
に
東
京
司
法
書
士

会
で
は
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
・
架

空
請
求
１１０
番
」
を
実
施
し
た
。

こ
の
１１０
番
に
は
実
際
に
こ
れ
ら

の
卑
劣
な
手
段
に
よ
り
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
人
か
ら
の
悲
痛

な
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

ま
た
、
た
と
え
金
銭
的
な
損

失
は
免
れ
て
も
こ
う
し
た
電
話

や
葉
書
が
来
る
と
い
う
こ
と
自

体
が
多
く
の
人
に
と
っ
て
は
苦

痛
で
あ
り
、「
被
害
」
に
ほ
か

な
ら
な
い
と
い
う
実
態
が
浮
き

彫
り
に
さ
れ
た
。 

  

 

被
害
実
例 

1
、「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」 

 

あ
る
日
、
三
鷹
市
在
住
、
定

年
退
職
後
慎
ま
し
く
年
金
暮
ら

し
を
し
て
い
る
男
性
の
と
こ
ろ
に
一

本
の
電
話
が
か
か
る
。
相
手
は
パ

ニ
ッ
ク
を
起
こ
し
て
い
る
ら
し
い
。

ほ
と
ん
ど
が
泣
き
声
で
よ
く
聞
き

取
れ
な
い
声
で
あ
る
が
「
オ
レ
、

オ
レ
」
と
訴
え
る
。
男
性
は
息

子
の
身
に
一
大
事
が
起
こ
っ
た
と
思

う
。 「

事
故
を
起
こ
し
た
。
助
け
て

く
れ
」。
十
年
一
日
の
ご
と
く
の
静

か
な
平
和
な
生
活
に
突
然
降
っ
て

わ
い
た
災
厄
。
電
話
を
受
け
た
男

性
の
心
臓
も
は
ね
あ
が
り
パ
ニ
ッ
ク

が
伝
染
す
る
。
す
る
と
す
か
さ

ず
電
話
は
冷
静
な
男
の
声
に
替

わ
る
。「
私
は
山
田
と
い
い
ま
す
が
、

お
た
く
の
息
子
さ
ん
が
交
通
事
故

を
起
こ
さ
れ
て
妊
娠
八
ヶ
月
の
女

性
の
お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
が
亡
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」。
ま
た
別

の
男
が
替
わ
っ
て
電
話
に
出
る
。「
私

は
お
宅
の
息
子
さ
ん
が
ぶ
つ
け
た

車
に
乗
っ
て
い
た
娘
の
父
親
で
す
。

娘
も
た
っ
た
い
ま
死
に
ま
し
た
。

司
法
書
士
に
手
続
き
を
頼
む
の
で

と
り
あ
え
ず
そ
の
費
用
と
し
て
１

５
０
万
円
を
す
ぐ
に
振
り
込
ん
で

く
だ
さ
い
」。
冷
静
な
判
断
力
を

失
っ
て
い
る
男
性
は
息
子
を
救
い
、

事
故
の
相
手
に
償
う
た
め
に
す
で

に
お
金
を
振
り
込
む
気
に
な
っ
て

い
る
。
男
性
の
話
に
応
じ
そ
う
な

気
配
を
感
じ
た
相
手
は
「
八
千

万
円
の
保
険
に
入
っ
て
い
て
九
割

は
そ
れ
で
ま
か
な
え
る
が
一
割
の
八

百
万
も
払
え
」
と
要
求
金
額
を

吊
り
上
げ
て
く
る
。
男
性
が
「
す

ぐ
に
そ
ん
な
大
金
は
で
き
な
い
」

と
答
え
る
と
、
今
度
は
死
ん
だ
と

い
う
女
性
の
夫
が
登
場
。「
息
子

さ
ん
の
将
来
を
傷
つ
け
た
く
な
い

だ
ろ
。
裁
判
に
な
る
と
こ
れ
が
表

沙
汰
に
な
る
。
マ
ス
コ
ミ
も
も
う

来
て
い
る
」。
電
話
口
に
は
新
聞

記
者
ま
で
登
場
。
そ
し
て
男
性

を
最
後
に
追
い
込
ん
だ
の
は
死
ん

だ
女
性
の
夫
の
職
場
の
上
司
を
名

乗
る
男
の
恫
喝
。「
山
口
組
の
も

の
だ
。
ぐ
ず
ぐ
ず
言
っ
て
る
と
お

宅
に
ト
ラ
ッ
ク
が
突
っ
込
む
ぞ
」。…

結
局
こ
の
男
性
は
全
部
で
５
０
０

万
円
を
相
手
の
指
定
す
る
口
座

に
振
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
。 

 2
、「
架
空
請
求
」 

 

①
埼
玉
県
富
士
見
市
在
住 

　 
３３
歳
　
女
性
　
自
由
業 

「
最
終
通
告
　
電
子
消
費
料

金
の
未
納
分
に
つ
い
て
」
と
い
う

題
名
で
東
日
本
管
財
局
と
い
う
と

こ
ろ
か
ら
「
連
絡
な
い
と
き
は
裁

判
所
よ
り
書
類
を
発
送
す
る
」

と
い
う
内
容
の
葉
書
が
来
た
。 

 ②
川
崎
市
在
住
　
３９
歳
　
男
性

会
社
員 

「
最
終
通
告
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
の
葉
書
、「
情
報
通
信
料
金
未

納
分
」
の
請
求
。
財
団
法
人
東

日
本
債
権
管
理
セ
ン
タ
ー
　
よ
り
。 

 ③
横
浜
市
在
住
　
３５
歳
　
男
性

会
社
員 

「
携
帯
電
話
か
ら
使
っ
た
出
会

い
系
サ
イ
ト
の
未
払
い
が
あ
る
」

と
い
う
電
話
で
の
請
求
。
全
然
身

に
覚
え
が
な
い
が
「
ク
リ
ッ
ク
し

た
の
で
登
録
さ
れ
た
」
と
言
う
。

「
身
辺
調
査
を
し
た
の
で
払
わ
な

い
と
会
社
に
行
く
ぞ
」「
そ
の
調

査
費
に
３０
万
円
か
か
っ
て
い
る
」。「
と

ぼ
け
る
気
な
ら
も
っ
と
恐
い
業
者

に
債
権
を
売
る
」
と
言
う
。 

 ④
墨
田
区
在
住
　
５５
歳
　
男
性

　
無
職 

葉
書
。
債
権
回
収
機
構
　「
電

子
消
費
者
契
約
及
び
電
子
承
諾

通
知
に
関
す
る
民
法
の
特
例
に

関
す
る
法
律
」
に
よ
る
請
求
と
の

こ
と
で
「
と
り
あ
え
ず
連
絡
し
ろ
」

と
い
う
内
容
。
三
日
後
が
期
限
。 

 ⑤
千
葉
県
在
住
　
２４
歳
　
女
性

　
専
門
学
校
生 

携
帯
電
話
に
電
話
あ
り
。「
有

料
サ
イ
ト
」
に
「
登
録
さ
れ
た
」。

「
年
会
費
を
払
え
」。「
解
約
に
も

金
が
か
か
る
」。「
裁
判
所
に
手

続
き
中
だ
が
、
ほ
お
っ
て
お
く
な

ら
債
権
回
収
業
者
に
債
権
譲
渡

し
て
回
収
す
る
か
ら
覚
悟
し
ろ
」

と
言
う
。 

 

（中・右は、ＮＰＯ法人 青森県消費者協会 青森県消費生活センターホームページより転載） 
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「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」「
架
空
請
求
」＝『
振
り
込
め
詐
欺
』 

に
よ
る
被
害
レ
ポ
ー
ト 

平
成
１６
年
１１
月
２７
日（
土
）、

２８
日
（
日
）
に
東
京
司
法
書
士

会
で
は
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
・
架

空
請
求
１１０
番
」
を
実
施
し
た
。

こ
の
１１０
番
に
は
実
際
に
こ
れ
ら

の
卑
劣
な
手
段
に
よ
り
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
人
か
ら
の
悲
痛

な
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

ま
た
、
た
と
え
金
銭
的
な
損

失
は
免
れ
て
も
こ
う
し
た
電
話

や
葉
書
が
来
る
と
い
う
こ
と
自

体
が
多
く
の
人
に
と
っ
て
は
苦

痛
で
あ
り
、「
被
害
」
に
ほ
か

な
ら
な
い
と
い
う
実
態
が
浮
き

彫
り
に
さ
れ
た
。 

  

 

被
害
実
例 

1
、「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」 

 

あ
る
日
、
三
鷹
市
在
住
、
定

年
退
職
後
慎
ま
し
く
年
金
暮
ら

し
を
し
て
い
る
男
性
の
と
こ
ろ
に
一

本
の
電
話
が
か
か
る
。
相
手
は
パ

ニ
ッ
ク
を
起
こ
し
て
い
る
ら
し
い
。

ほ
と
ん
ど
が
泣
き
声
で
よ
く
聞
き

取
れ
な
い
声
で
あ
る
が
「
オ
レ
、

オ
レ
」
と
訴
え
る
。
男
性
は
息

子
の
身
に
一
大
事
が
起
こ
っ
た
と
思

う
。 「

事
故
を
起
こ
し
た
。
助
け
て

く
れ
」。
十
年
一
日
の
ご
と
く
の
静

か
な
平
和
な
生
活
に
突
然
降
っ
て

わ
い
た
災
厄
。
電
話
を
受
け
た
男

性
の
心
臓
も
は
ね
あ
が
り
パ
ニ
ッ
ク

が
伝
染
す
る
。
す
る
と
す
か
さ

ず
電
話
は
冷
静
な
男
の
声
に
替

わ
る
。「
私
は
山
田
と
い
い
ま
す
が
、

お
た
く
の
息
子
さ
ん
が
交
通
事
故

を
起
こ
さ
れ
て
妊
娠
八
ヶ
月
の
女

性
の
お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
が
亡
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」。
ま
た
別

の
男
が
替
わ
っ
て
電
話
に
出
る
。「
私

は
お
宅
の
息
子
さ
ん
が
ぶ
つ
け
た

車
に
乗
っ
て
い
た
娘
の
父
親
で
す
。

娘
も
た
っ
た
い
ま
死
に
ま
し
た
。

司
法
書
士
に
手
続
き
を
頼
む
の
で

と
り
あ
え
ず
そ
の
費
用
と
し
て
１

５
０
万
円
を
す
ぐ
に
振
り
込
ん
で

く
だ
さ
い
」。
冷
静
な
判
断
力
を

失
っ
て
い
る
男
性
は
息
子
を
救
い
、

事
故
の
相
手
に
償
う
た
め
に
す
で

に
お
金
を
振
り
込
む
気
に
な
っ
て

い
る
。
男
性
の
話
に
応
じ
そ
う
な

気
配
を
感
じ
た
相
手
は
「
八
千

万
円
の
保
険
に
入
っ
て
い
て
九
割

は
そ
れ
で
ま
か
な
え
る
が
一
割
の
八

百
万
も
払
え
」
と
要
求
金
額
を

吊
り
上
げ
て
く
る
。
男
性
が
「
す

ぐ
に
そ
ん
な
大
金
は
で
き
な
い
」

と
答
え
る
と
、
今
度
は
死
ん
だ
と

い
う
女
性
の
夫
が
登
場
。「
息
子

さ
ん
の
将
来
を
傷
つ
け
た
く
な
い

だ
ろ
。
裁
判
に
な
る
と
こ
れ
が
表

沙
汰
に
な
る
。
マ
ス
コ
ミ
も
も
う

来
て
い
る
」。
電
話
口
に
は
新
聞

記
者
ま
で
登
場
。
そ
し
て
男
性

を
最
後
に
追
い
込
ん
だ
の
は
死
ん

だ
女
性
の
夫
の
職
場
の
上
司
を
名

乗
る
男
の
恫
喝
。「
山
口
組
の
も

の
だ
。
ぐ
ず
ぐ
ず
言
っ
て
る
と
お

宅
に
ト
ラ
ッ
ク
が
突
っ
込
む
ぞ
」。…

結
局
こ
の
男
性
は
全
部
で
５
０
０

万
円
を
相
手
の
指
定
す
る
口
座

に
振
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
。 

 2
、「
架
空
請
求
」 

 

①
埼
玉
県
富
士
見
市
在
住 

　 
３３
歳
　
女
性
　
自
由
業 

「
最
終
通
告
　
電
子
消
費
料

金
の
未
納
分
に
つ
い
て
」
と
い
う

題
名
で
東
日
本
管
財
局
と
い
う
と

こ
ろ
か
ら
「
連
絡
な
い
と
き
は
裁

判
所
よ
り
書
類
を
発
送
す
る
」

と
い
う
内
容
の
葉
書
が
来
た
。 

 ②
川
崎
市
在
住
　
３９
歳
　
男
性

会
社
員 

「
最
終
通
告
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
の
葉
書
、「
情
報
通
信
料
金
未

納
分
」
の
請
求
。
財
団
法
人
東

日
本
債
権
管
理
セ
ン
タ
ー
　
よ
り
。 

 ③
横
浜
市
在
住
　
３５
歳
　
男
性

会
社
員 

「
携
帯
電
話
か
ら
使
っ
た
出
会

い
系
サ
イ
ト
の
未
払
い
が
あ
る
」

と
い
う
電
話
で
の
請
求
。
全
然
身

に
覚
え
が
な
い
が
「
ク
リ
ッ
ク
し

た
の
で
登
録
さ
れ
た
」
と
言
う
。

「
身
辺
調
査
を
し
た
の
で
払
わ
な

い
と
会
社
に
行
く
ぞ
」「
そ
の
調

査
費
に
３０
万
円
か
か
っ
て
い
る
」。「
と

ぼ
け
る
気
な
ら
も
っ
と
恐
い
業
者

に
債
権
を
売
る
」
と
言
う
。 

 ④
墨
田
区
在
住
　
５５
歳
　
男
性

　
無
職 

葉
書
。
債
権
回
収
機
構
　「
電

子
消
費
者
契
約
及
び
電
子
承
諾

通
知
に
関
す
る
民
法
の
特
例
に

関
す
る
法
律
」
に
よ
る
請
求
と
の

こ
と
で
「
と
り
あ
え
ず
連
絡
し
ろ
」

と
い
う
内
容
。
三
日
後
が
期
限
。 

 ⑤
千
葉
県
在
住
　
２４
歳
　
女
性

　
専
門
学
校
生 

携
帯
電
話
に
電
話
あ
り
。「
有

料
サ
イ
ト
」
に
「
登
録
さ
れ
た
」。

「
年
会
費
を
払
え
」。「
解
約
に
も

金
が
か
か
る
」。「
裁
判
所
に
手

続
き
中
だ
が
、
ほ
お
っ
て
お
く
な

ら
債
権
回
収
業
者
に
債
権
譲
渡

し
て
回
収
す
る
か
ら
覚
悟
し
ろ
」

と
言
う
。 

 

（中・右は、ＮＰＯ法人 青森県消費者協会 青森県消費生活センターホームページより転載） 
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⑥
渋
谷
区
在
住
　
６０
歳
　
男
性

　
会
社
員 

有
料
情
報
サ
イ
ト
料
金
が
未

払
い
だ
と
い
う
葉
書
で
の
請
求
。「
未

払
い
料
金
最
終
請
求
通
告
書
」

と
あ
り
、「
法
務
省
認
可
特
殊
法

人
　
全
国
信
用
債
権
管
理
事
務

局
」
を
名
乗
る
。「
万
が
一
、
お

支
払
や
ご
連
絡
無
き
場
合
は
、「
情

報
通
信
契
約
民
放
特
例
法
」
に

基
づ
き
、
信
用
情
報
機
関
へ
の
ブ

ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
登
録
、
さ
ら
に

顧
問
弁
護
士
に
よ
る
法
的
措
置

及
び
「
給
料
差
押
」
の
内
容
証

明
の
勤
務
先
へ
の
送
付
を
行
な
い

ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た

め
に
請
求
金
額
、
お
支
払
方
法

等
は
当
社
担
当
員
に
お
客
様
コ
ー

ド
・
氏
名
を
お
伝
え
お
伺
い
く
だ

さ
い
。」
と
の
内
容
。 

 

３
、自
分
の
身
は 

　
１
人
で
守
る
な 

 

１１０
番
に
寄
せ
ら
れ
た
被
害
事

例
を
一
部
ご
紹
介
し
た
。 

い
ま
や
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
や

「
架
空
請
求
」
に
よ
る
被
害
が
マ

ス
コ
ミ
に
も
お
お
い
に
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
い
ざ
自
分
の
身

に
降
り
か
か
っ
て
き
た
と
き
人
は

な
か
な
か
上
手
に
対
処
で
き
な
い

も
の
ら
し
い
。「
架
空
請
求
」
に

よ
る
被
害
は
こ
の
一
年
間
に
爆
発

的
に
増
え
て
い
る
し
、
被
害
実
数

は
そ
れ
よ
り
少
な
い
と
は
い
え
「
オ

レ
オ
レ
詐
欺
」
に
よ
る
被
害
は
一

件
あ
た
り
の
被
害
額
が
大
き
い
。 

ま
っ
た
く
身
に
覚
え
の
な
い
請

求
の
葉
書
が
き
た
と
き
、
た
い
て

い
の
人
は
「
ふ
ざ
け
た
や
つ
だ
」

で
無
視
を
す
る
。
し
か
し
、
無

視
を
す
る
こ
と
で
た
と
え
な
ん
の

損
失
も
被
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も

や
は
り
不
愉
快
極
ま
り
な
い
こ
と

に
は
変
わ
り
は
な
い
。
な
ぜ
自
分

の
住
所
・
氏
名
や
携
帯
の
電
話

番
号
を
こ
ん
な
連
中
が
知
っ
て
い

る
の
か
、
ど
こ
か
ら
自
分
の
個
人

情
報
が
漏
れ
た
の
か
、
個
人
の
情

報
が
勝
手
に
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に

流
れ
て
い
る
こ
と
自
体
が
す
で
に

実
害
で
あ
る
の
だ
。 

つ
い
一
年
前
ま
で
は
い
わ
ゆ
る
「
ヤ

ミ
金
融
」
が
名
簿
屋
か
ら
買
い
取

る
な
ど
し
た
個
人
デ
ー
タ
を
も
と

に
「
金
を
貸
し
ま
す
」
と
い
う
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
全
国
的
に
大

量
に
送
り
つ
け
て
い
た
も
の
だ
が
、

こ
の
よ
う
な
貸
金
業
者
か
ら
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
が
届
く
と
い
う
こ

と
自
体
が
大
変
イ
ヤ
だ
と
い
う
声

を
た
く
さ
ん
聞
い
て
い
た
。
ヤ
ミ

金
融
か
ら
葉
書
が
来
た
と
い
う
だ

け
で
家
族
や
近
所
の
人
た
ち
か
ら

そ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
借
金
を
し
て

い
る
の
か
と
疑
わ
れ
も
す
る
か
ら

だ
。 

ヤ
ミ
金
融
の
取
締
り
が
厳
し

く
な
り
、「
ヤ
ミ
金
融
」
を
や
っ

て
い
た
連
中
が
ヤ
ミ
金
融
時
代
の

ノ
ウ
ハ
ウ
や
デ
ー
タ
を
生
か
し
、

手
を
変
え
て
「
架
空
請
求
」
業

者
や
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
に
鞍
替

え
し
て
い
る
。 

ヤ
ミ
金
融
時
代
に
弁
護
士
の
み

な
ら
ず
司
法
書
士
に
も
痛
め
つ
け

ら
れ
た
彼
ら
は
め
で
た
く
「
司
法

書
士
」
も
法
律
家
と
し
て
「
使

え
る
」
こ
と
を
覚
え
、
裁
判
所

か
ら
の
文
書
に
も
慣
れ
親
し
ん
で

そ
れ
ら
の
文
言
を
も
っ
と
も
ら
し

く
真
似
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

人
の
弱
み
を
か
ぎ
つ
け
、
人
の
良

さ
を
か
ぎ
わ
け
、
脅
し
に
屈
す
る

人
間
と
そ
う
で
な
い
人
間
を
見
分

け
る
こ
と
に
上
達
し
て
、
要
す
る

に
学
習
し
て
進
化
し
、
い
く
つ
か

の
パ
タ
ー
ン
に
変
形
し
た
の
で
あ
る
。 

社
会
に
は
金
は
も
っ
ぱ
ら
人
か

ら
「
騙
し
取
る
」「
脅
し
取
る
」

も
の
で
あ
る
こ
と
を
信
条
と
し
て

い
る
連
中
が
少
な
か
ら
ず
い
る
の
だ
。

こ
う
し
た
連
中
か
ら
身
を
守
る
に

は
自
分
が
賢
く
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
自
分
は
賢
い
と
は

思
わ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
自
分
一

人
で
な
ん
と
か
し
よ
う
と
か
、
一

人
で
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
は

相
手
の
思
う
つ
ぼ
な
の
だ
。
相
手

は
あ
な
た
が
た
と
え
警
察
や
法
律

家
に
で
は
な
く
て
も
誰
か
他
の
人

に
相
談
し
た
り
話
し
た
り
す
る
の

を
イ
ヤ
が
る
の
だ
。
だ
か
ら
や
た

ら
「
急
が
せ
る
」。
あ
な
た
に
時

間
的
・
精
神
的
余
裕
を
与
え
な

い
。「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
の
卑
劣

な
手
口
に
あ
う
と
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
る

の
は
心
情
的
に
は
無
理
の
な
い
と

こ
ろ
だ
ろ
う
が
、
ま
ず
「
こ
れ
は

オ
レ
オ
レ
詐
欺
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」

と
疑
っ
て
み
よ
う
。
た
と
え
ど
ん

な
話
を
聞
か
さ
れ
て
も
一
息
入
れ

て
み
よ
う
。
い
っ
た
ん
相
手
の
電

話
は
こ
ち
ら
か
ら
切
っ
て
み
よ
う
。

金
を
振
り
込
む
前
に
息
子
や
友
人
・

知
人
、
警
察
、
誰
で
も
い
い
電
話

し
て
そ
の
話
を
し
て
み
よ
う
。 

 

な
お
、
平
成
16
年
12
月
9

日
よ
り
、
警
察
庁
は
、
オ
レ
オ
レ

詐
欺
や
架
空
請
求
等
の
総
称
を
「
振

り
込
め
詐
欺
」
と
す
る
こ
と
を

決
め
、
現
在
で
は
こ
の
言
葉
が
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。 

東京司法書士会　林　順子＝Text

「
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
」 

●
ど
の
よ
う
な
電
話
・
請
求
書
が
来
て
も
、
ま
ず
内
容
や
相
手

先
を
疑
っ
て
み
る
こ
と
で
す
。
す
ぐ
に
お
金
を
振
り
込
ん
で

は
い
け
ま
せ
ん
。 

●
電
話
の
相
手
が
子
や
孫
を
か
た
っ
て
い
る
場
合
、
く
れ
ぐ
れ

も
慌
て
ず
に
、
こ
ち
ら
か
ら
か
け
直
す
と
言
っ
て
一
度
電
話
を

切
り
、
必
ず
本
人
に
「
こ
ち
ら
に
電
話
を
か
け
た
か
」「
本

当
に
そ
ん
な
事
実
が
あ
る
の
か
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
家
族
と
は
連
絡
を
蜜
に
し
、
携
帯
電

話
の
番
号
や
近
況
な
ど
も
お
互
い
に
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。 

●
警
察
官
や
弁
護
士
が
い
き
な
り
示
談
を
持
ち
か
け
現
金
を
要

求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
警
察
官
を
名
乗
っ
た
場
合
は
、

警
察
署
名
と
担
当
課
を
聞
き
、
そ
の
警
察
署
に
確
認
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。 

●
融
資
を
申
し
込
む
場
合
で
も
、
年
金
証
書
や
通
帳
・
カ
ー

ド
を
人
に
渡
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

●
少
し
で
も
「
変
だ
」
と
思
っ
た
ら
、
家
族
、
警
察
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。 

（
広
報
け
い
し
ち
ょ
う
第
１５
号
　
平
成
１６
年
１０
月
１０
日
　
警
視

庁
総
務
部
広
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課
　
発
行
　
よ
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転
載
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る
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介
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取
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求
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に

よ
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よ
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よ
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葉
書
が
き
た
と
き
、
た
い
て

い
の
人
は
「
ふ
ざ
け
た
や
つ
だ
」

で
無
視
を
す
る
。
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損
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携
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し
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と
こ
ろ
に

流
れ
て
い
る
こ
と
自
体
が
す
で
に

実
害
で
あ
る
の
だ
。 

つ
い
一
年
前
ま
で
は
い
わ
ゆ
る
「
ヤ

ミ
金
融
」
が
名
簿
屋
か
ら
買
い
取

る
な
ど
し
た
個
人
デ
ー
タ
を
も
と

に
「
金
を
貸
し
ま
す
」
と
い
う
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
全
国
的
に
大

量
に
送
り
つ
け
て
い
た
も
の
だ
が
、

こ
の
よ
う
な
貸
金
業
者
か
ら
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
が
届
く
と
い
う
こ

と
自
体
が
大
変
イ
ヤ
だ
と
い
う
声

を
た
く
さ
ん
聞
い
て
い
た
。
ヤ
ミ

金
融
か
ら
葉
書
が
来
た
と
い
う
だ

け
で
家
族
や
近
所
の
人
た
ち
か
ら

そ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
借
金
を
し
て

い
る
の
か
と
疑
わ
れ
も
す
る
か
ら

だ
。 

ヤ
ミ
金
融
の
取
締
り
が
厳
し

く
な
り
、「
ヤ
ミ
金
融
」
を
や
っ

て
い
た
連
中
が
ヤ
ミ
金
融
時
代
の

ノ
ウ
ハ
ウ
や
デ
ー
タ
を
生
か
し
、

手
を
変
え
て
「
架
空
請
求
」
業

者
や
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
に
鞍
替

え
し
て
い
る
。 

ヤ
ミ
金
融
時
代
に
弁
護
士
の
み

な
ら
ず
司
法
書
士
に
も
痛
め
つ
け

ら
れ
た
彼
ら
は
め
で
た
く
「
司
法

書
士
」
も
法
律
家
と
し
て
「
使

え
る
」
こ
と
を
覚
え
、
裁
判
所

か
ら
の
文
書
に
も
慣
れ
親
し
ん
で

そ
れ
ら
の
文
言
を
も
っ
と
も
ら
し

く
真
似
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

人
の
弱
み
を
か
ぎ
つ
け
、
人
の
良

さ
を
か
ぎ
わ
け
、
脅
し
に
屈
す
る

人
間
と
そ
う
で
な
い
人
間
を
見
分

け
る
こ
と
に
上
達
し
て
、
要
す
る

に
学
習
し
て
進
化
し
、
い
く
つ
か

の
パ
タ
ー
ン
に
変
形
し
た
の
で
あ
る
。 

社
会
に
は
金
は
も
っ
ぱ
ら
人
か

ら
「
騙
し
取
る
」「
脅
し
取
る
」

も
の
で
あ
る
こ
と
を
信
条
と
し
て

い
る
連
中
が
少
な
か
ら
ず
い
る
の
だ
。

こ
う
し
た
連
中
か
ら
身
を
守
る
に

は
自
分
が
賢
く
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
自
分
は
賢
い
と
は

思
わ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
自
分
一

人
で
な
ん
と
か
し
よ
う
と
か
、
一

人
で
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
は

相
手
の
思
う
つ
ぼ
な
の
だ
。
相
手

は
あ
な
た
が
た
と
え
警
察
や
法
律

家
に
で
は
な
く
て
も
誰
か
他
の
人

に
相
談
し
た
り
話
し
た
り
す
る
の

を
イ
ヤ
が
る
の
だ
。
だ
か
ら
や
た

ら
「
急
が
せ
る
」。
あ
な
た
に
時

間
的
・
精
神
的
余
裕
を
与
え
な

い
。「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
の
卑
劣

な
手
口
に
あ
う
と
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
る

の
は
心
情
的
に
は
無
理
の
な
い
と

こ
ろ
だ
ろ
う
が
、
ま
ず
「
こ
れ
は

オ
レ
オ
レ
詐
欺
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」

と
疑
っ
て
み
よ
う
。
た
と
え
ど
ん

な
話
を
聞
か
さ
れ
て
も
一
息
入
れ

て
み
よ
う
。
い
っ
た
ん
相
手
の
電

話
は
こ
ち
ら
か
ら
切
っ
て
み
よ
う
。

金
を
振
り
込
む
前
に
息
子
や
友
人
・

知
人
、
警
察
、
誰
で
も
い
い
電
話

し
て
そ
の
話
を
し
て
み
よ
う
。 

 

な
お
、
平
成
16
年
12
月
9

日
よ
り
、
警
察
庁
は
、
オ
レ
オ
レ

詐
欺
や
架
空
請
求
等
の
総
称
を
「
振

り
込
め
詐
欺
」
と
す
る
こ
と
を

決
め
、
現
在
で
は
こ
の
言
葉
が
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。 

東京司法書士会　林　順子＝Text

「
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
」 

●
ど
の
よ
う
な
電
話
・
請
求
書
が
来
て
も
、
ま
ず
内
容
や
相
手

先
を
疑
っ
て
み
る
こ
と
で
す
。
す
ぐ
に
お
金
を
振
り
込
ん
で

は
い
け
ま
せ
ん
。 

●
電
話
の
相
手
が
子
や
孫
を
か
た
っ
て
い
る
場
合
、
く
れ
ぐ
れ

も
慌
て
ず
に
、
こ
ち
ら
か
ら
か
け
直
す
と
言
っ
て
一
度
電
話
を

切
り
、
必
ず
本
人
に
「
こ
ち
ら
に
電
話
を
か
け
た
か
」「
本

当
に
そ
ん
な
事
実
が
あ
る
の
か
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
家
族
と
は
連
絡
を
蜜
に
し
、
携
帯
電

話
の
番
号
や
近
況
な
ど
も
お
互
い
に
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。 

●
警
察
官
や
弁
護
士
が
い
き
な
り
示
談
を
持
ち
か
け
現
金
を
要

求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
警
察
官
を
名
乗
っ
た
場
合
は
、

警
察
署
名
と
担
当
課
を
聞
き
、
そ
の
警
察
署
に
確
認
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。 

●
融
資
を
申
し
込
む
場
合
で
も
、
年
金
証
書
や
通
帳
・
カ
ー

ド
を
人
に
渡
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

●
少
し
で
も
「
変
だ
」
と
思
っ
た
ら
、
家
族
、
警
察
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。 
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おすすめ 
ワタシの 
レシピ② 

食卓に広がる湯気が恋しい季節です。 

今回のワタシのレシピでは、 

西洋鍋「ブイヤベース」をご紹介。 

アウトドアでも楽しめます!!

ブイヤベース 

澄
ん
だ
空
気
が
お
い
し
い
川
辺

の
公
園
。ひ
と
と
き
の
ア
ウ
ト
ド
ア

パ
ー
テ
ィ
ー
に
集
ま
っ
た
の
は
、登

山
同
好
会
「
三
司
登
高
会
」
の
み

な
さ
ん
。そ
の
中
心
に
い
る
の
が
、本

日
の
シ
ェ
フ
、斉
藤
太
市
さ
ん
で
す
。 

「
は
じ
め
て
山
に
登
っ
た
と
き

に
み
ん
な
が
カ
ッ
プ
麺
と
か
を
食

べ
て
る
の
を
見
て
、『
よ
し
、誰
よ

り
も
美
味
い
も
の
を
作
っ
て
や
ろ

う
』っ
て
思
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
、斉

藤
さ
ん
。
以
来
、同
会
の
登
山
会

で
は
、斉
藤
さ
ん
の
手
作
り
料
理

が
ふ
る
ま
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。 

東
京
公
嘱
協
会
（
東
京
公
共

嘱
託
登
記
司
法
書
士
協
会
）の
理

事
長
を
務
め
る
斉
藤
さ
ん
。
仕
事

に
趣
味
に
と
、バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
豊

か
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

「
人
生
も
鍋
の
よ
う
な
も
の
。

仕
事
、趣
味
、家
庭
、い
ろ
ん
な
素

材
が
入
っ
て
い
る
。せ
っ
か
く
な
ら
、

楽
し
く
美
味
し
い
鍋
に
し
た
い
よ

ね
」 美

し
い
景
色
と
美
味
し
い
料
理
、

そ
し
て
、気
心
知
れ
た
仲
間
た
ち
。

初
冬
の
山
に
、楽
し
げ
な
笑
い
声

が
い
つ
ま
で
も
響
い
て
い
ま
し
た
。 

今
回
の
料
理
人 

斉
藤 

太
市
さ
ん 

ブイヤベースの材料（4人分） 
固形コンソメ・・・・・・・・・・・・・・・・2個 
ホールトマト・・・・・・・・・・・・・・・・2個 
水・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・500ml 
タラ・シャケ・・・・・・・各切り身1切れ 
ワタリガニ・・・・・・・・・・・・・・・・・・2杯 
アサリ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12個 
イイダコ・・・・・・・・・・・・・・・・・・小8杯 
かぶ・じゃがいも・たまねぎ・・各小8個 
ズッキーニ・パプリカ・・・・・・・各1個 
ブロッコリー・・・・・・・・・・・・・・・・1房 
しめじ・・・・・・・・・・・・・・・1／2パック 
さやいんげん・・・・・・・・・・・・・・150g 
スライスチーズ・・・・・・・・・・・・・・3枚 
ニンニク・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量 
オリーブオイル・・・・・・・・・・・・・適量 
塩・コショウ・・・・・・・・・・・・・・・・適量 

ベーコン
を挟み、

ニンニク
で風味付

けしたオ
リーブオ

イルを塗
って焼い

たガーリッ
クトースト

を添えて
。 

材料を軽く炒めてから鍋に移すのがポイント。
コンロがひとつしかない場合は、鍋で材料を
炒めてから水やコンソメを加えるのも可。 

魚介や野菜など、好みの素材を使えるのが
鍋料理の魅力。パプリカやズッキーニなど、
西洋野菜を使うと、より雰囲気が楽しめます。 

自慢の料理をふる
まう斉藤さん。「鍋
料理の中でも、カッ
コよくやろうと思っ
たら西洋鍋がいい
ね」とのこと。 

作り方 

●1 煮込み鍋に水を入れ、固形コンソメとつぶしたホー

ルトマトでベースとなるスープを作っておく。好みで、ロー

リエやサフランなどを加えてもいい。 

●2 フライパンにオリーブオイルをひき、ニンニクを炒

める。香りが立ってきたところで4等分にしたタラ、サ

ケを入れて軽く焦げ目が付く程度に火を通し、煮込

み鍋に移す。同じように、2等分したカニ、アサリ、イイ

ダコを軽く炒めてから鍋に入れる。 

●3 食べやすい大きさに切った（ひと口サイズのもの

はそのまま）野菜を火の通りづらいものから順に鍋に

入れ、中火で数分煮込む。 

●4 塩・コショウで調味し、最後に隠し味としてスライ

スチーズを入れる。チーズが溶けたらできあがり。 

よしなが　みちこ 

1950 年埼玉県生まれ。ノンフィクション作家。

元競馬記者。作家活動のほか講演会、テレビ

などで活躍中。著書に「子供を蝕む家族病」（小

学館）、「総理とその女房」（光文社）、「老婆は

一日にしてならず」（東京書籍）など。 

吉永みち子＝Text

Takashi sudo＝Illustration

時
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価
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。 時の価値。 
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おすすめ 
ワタシの 
レシピ② 

食卓に広がる湯気が恋しい季節です。 

今回のワタシのレシピでは、 

西洋鍋「ブイヤベース」をご紹介。 

アウトドアでも楽しめます!!

ブイヤベース 

澄
ん
だ
空
気
が
お
い
し
い
川
辺

の
公
園
。ひ
と
と
き
の
ア
ウ
ト
ド
ア

パ
ー
テ
ィ
ー
に
集
ま
っ
た
の
は
、登

山
同
好
会
「
三
司
登
高
会
」
の
み

な
さ
ん
。そ
の
中
心
に
い
る
の
が
、本

日
の
シ
ェ
フ
、斉
藤
太
市
さ
ん
で
す
。 

「
は
じ
め
て
山
に
登
っ
た
と
き

に
み
ん
な
が
カ
ッ
プ
麺
と
か
を
食

べ
て
る
の
を
見
て
、『
よ
し
、誰
よ

り
も
美
味
い
も
の
を
作
っ
て
や
ろ

う
』っ
て
思
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
、斉

藤
さ
ん
。
以
来
、同
会
の
登
山
会

で
は
、斉
藤
さ
ん
の
手
作
り
料
理

が
ふ
る
ま
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。 

東
京
公
嘱
協
会
（
東
京
公
共

嘱
託
登
記
司
法
書
士
協
会
）の
理

事
長
を
務
め
る
斉
藤
さ
ん
。
仕
事

に
趣
味
に
と
、バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
豊

か
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

「
人
生
も
鍋
の
よ
う
な
も
の
。

仕
事
、趣
味
、家
庭
、い
ろ
ん
な
素

材
が
入
っ
て
い
る
。せ
っ
か
く
な
ら
、

楽
し
く
美
味
し
い
鍋
に
し
た
い
よ

ね
」 美

し
い
景
色
と
美
味
し
い
料
理
、

そ
し
て
、気
心
知
れ
た
仲
間
た
ち
。

初
冬
の
山
に
、楽
し
げ
な
笑
い
声

が
い
つ
ま
で
も
響
い
て
い
ま
し
た
。 

今
回
の
料
理
人 

斉
藤 

太
市
さ
ん 

ブイヤベースの材料（4人分） 
固形コンソメ・・・・・・・・・・・・・・・・2個 
ホールトマト・・・・・・・・・・・・・・・・2個 
水・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・500ml 
タラ・シャケ・・・・・・・各切り身1切れ 
ワタリガニ・・・・・・・・・・・・・・・・・・2杯 
アサリ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12個 
イイダコ・・・・・・・・・・・・・・・・・・小8杯 
かぶ・じゃがいも・たまねぎ・・各小8個 
ズッキーニ・パプリカ・・・・・・・各1個 
ブロッコリー・・・・・・・・・・・・・・・・1房 
しめじ・・・・・・・・・・・・・・・1／2パック 
さやいんげん・・・・・・・・・・・・・・150g 
スライスチーズ・・・・・・・・・・・・・・3枚 
ニンニク・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量 
オリーブオイル・・・・・・・・・・・・・適量 
塩・コショウ・・・・・・・・・・・・・・・・適量 

ベーコン
を挟み、

ニンニク
で風味付

けしたオ
リーブオ

イルを塗
って焼い

たガーリッ
クトースト

を添えて
。 

材料を軽く炒めてから鍋に移すのがポイント。
コンロがひとつしかない場合は、鍋で材料を
炒めてから水やコンソメを加えるのも可。 

魚介や野菜など、好みの素材を使えるのが
鍋料理の魅力。パプリカやズッキーニなど、
西洋野菜を使うと、より雰囲気が楽しめます。 

自慢の料理をふる
まう斉藤さん。「鍋
料理の中でも、カッ
コよくやろうと思っ
たら西洋鍋がいい
ね」とのこと。 

作り方 

●1 煮込み鍋に水を入れ、固形コンソメとつぶしたホー

ルトマトでベースとなるスープを作っておく。好みで、ロー

リエやサフランなどを加えてもいい。 

●2 フライパンにオリーブオイルをひき、ニンニクを炒

める。香りが立ってきたところで4等分にしたタラ、サ

ケを入れて軽く焦げ目が付く程度に火を通し、煮込

み鍋に移す。同じように、2等分したカニ、アサリ、イイ

ダコを軽く炒めてから鍋に入れる。 

●3 食べやすい大きさに切った（ひと口サイズのもの

はそのまま）野菜を火の通りづらいものから順に鍋に

入れ、中火で数分煮込む。 

●4 塩・コショウで調味し、最後に隠し味としてスライ

スチーズを入れる。チーズが溶けたらできあがり。 

よしなが　みちこ 

1950 年埼玉県生まれ。ノンフィクション作家。

元競馬記者。作家活動のほか講演会、テレビ

などで活躍中。著書に「子供を蝕む家族病」（小

学館）、「総理とその女房」（光文社）、「老婆は

一日にしてならず」（東京書籍）など。 
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○転居された方　○衛星放送を受信し、衛星契約がまだお済みでない方 
○テレビをお持ちで、受信契約がまだお済みでない方　○口座振替をご希望の方 
は、NHKへのご連絡をお願いします。 

What's 「 falo」 ? 
falo（ファーロ）とはイタリア語で「灯台」を表す言葉です。 

司法書士の 
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one day one scene
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編集後記 
今、日本中に悪質商法がはびこっている。 

インターネットや携帯電話、 

ＩＴ技術の急速な進歩が、 

次から次へと新手の詐欺を生み出す。 

誰もがその被害者となりうる社会で、 

ｆａｌｏが暗闇を照らす一条の光と 

なることを願う。 
Ｋ．Ｎ． 

私
は
平
成
１３
年
自
宅
開
業
の
主
婦

兼
司
法
書
士
で
あ
る
。
毎
日
、「

子

育
て
と
仕
事
は
両
立
し

な
い
ぞ
ぉ
」
と
つ
ぶ
や
き
な
が
ら

生
活
し
て
い
る
。
司
法
書
士
と
し
て
の

経
験
が
浅
く
、
来
る
仕
事
来
る
仕
事

初
め
て
が
多
く
、
周
り
の
人
々
に
助

け
て
も
ら
っ
て
よ
う
や
く
仕
事
を
し
て

い
る
。 

そ
れ
で
も
司
法
書
士
に
な
っ
て
よ
か
っ

た
な
ぁ
と
思
う
の
は
、
今
ま
で
お
客
さ

ん
の
口
か
ら
も
同
業
者
か
ら
も
、「
女

は
ダ
メ
だ
」「
女
に
は
出
来
な
い
」
等

の
否
定
的
な
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
な

い
こ
と
だ
。
OL
の
頃
、
ト
イ
レ
で
時
々

泣
い
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
と

素

敵
な
職
業
だ
と
思
う
。

こ
れ
ま
で
女
性
司
法
書
士
の
先
輩
方

が
苦
労
し
て
道
を
作
っ
て
く
れ
た
こ
と

に
心
よ
り
感
謝
し
て
い
る
。
私
も
先

輩
方
に
続
い
て
歩
ん

で
行
け
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
。 

 

自
宅
は
会
社
に
勤

め
て
い
た
時
は
、
帰
っ

て
寝
る
場
所
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
と
、

俄
然
様
相
が
違
っ
て
く
る
。
幼
い
子
ど

も
に
よ
り
、

半
強
制
的
に
地

域
に
繋
が
っ
て
い
く
の
が
よ
く
わ
か
る
。

幼
稚
園
の
お
母
さ
ん
同
士
の
お
付
き

合
い
、
バ
ザ
ー
の
手
伝
い
、
町
内
会
の

お
祭
り
の
手
伝
い
、
小
学
校
の
P
T
A
、

ま
た
子
ど
も
が

雨
宿
り
し
て

そ
の
ま
ま
昼
寝
し
た
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
屋
さ
ん
と
の
お
付
き
合
い
、
ピ

ア
ノ
教
室
の
お
迎
え
が
遅
れ
た
時
、
子

ど
も
の
手
を
つ
な
い
で
待
っ
て
い
て
く
れ

た
魚
屋
さ
ん
と
の
お
付
き
合
い
等
々
、

感
謝
し
な
が
ら
、
迷
惑
を
か
け
な
が

ら
ご
近
所
と
繋
が
っ
て
い
く
。 

事
務
所
開
業
の
初
仕
事
は
、
息
子
の

幼
稚
園
時
代
の
お
友
達
の
お
母
さ
ん

か
ら
の
抵
当
権
抹
消
の
依
頼
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
も
、
小
学
校
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

の
お
父
さ
ん
の
会
社
設
立
、
お
母
さ
ん

の
親
戚
の
相
続
等
々
ご
近
所
は
大
切
な

お
客
様
で
あ
る
。 

 

そ
の
息
子
も
中
学
１
年
生
と
な
り
、

最
近
め
っ
き
り
素
直
な
言
葉

が
聞
か
れ
な
く
な
っ
た
。
自
宅
兼
事

務
所
だ
と
、
大
声
で
怒
鳴
り
あ
っ
て
親

子
喧
嘩
し
て
い
る
最
中
も
電
話
は
か
か
っ

て
く
る
。
当
然
、「
は
い
。
尾
林
で
す
。」

愛
想
よ
く
電
話
に
出
る
と
、「
信
じ
ら

れ
な
い
ぞ
。
二
重
人
格
！
」
B
G
M

の
う
る
さ
い
こ
と
！ 

ま
た
、
お
客
さ
ん
に
「
昨
日
の
夜
電

話
し
た
ら
ご
主
人
が
出
ら
れ
ま

し
た
。」
と
言
わ
れ
て
、
顔
か
ら
火
が

出
る
ほ
ど
恥
ず
か
し
い
時
も
あ
る
。

声
変
わ
り
し
た
息
子
が
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う

に
応
対
し
た
の
が
一
目
瞭
然
、
電
話
が

あ
っ
た
こ
と
す
ら
教
え
て
く
れ
な
い
。 

 

息
子
の
お
産
は
難
産
で
あ
っ
た
。
全

身
麻
酔
で
緊
急
手
術
だ
っ
た
の
で
産
声

を
聞
く
こ
と
も
な
く
、
生
ま
れ
た
姿

を
見
る
こ
と
も
な
く
、
意
識
が
戻
る

と
病
室
の
ベ
ッ
ト
に
い
ろ
ん
な
チ
ュ
ー
ブ

で
繋
が
れ
て
い
た
。
看
護
師
さ
ん
は
口
々

に
「
お
父
さ
ん
似
の
元
気
な
男
の
子
よ
。」

と
言
う
。（
夫
は
産
科
の
看
護
師
は
病

院
で
揉
め
事
が
勃
発
し
な
い
よ
う
に
、

必
ず
お
父
さ
ん
似
と
い
う
言
葉
を
添

え
る
よ
う
教
育
さ
れ
て
い
る
に
違
い
な

い
と
言
っ
て
い
た
。）
３
日
目
だ
っ
た
と

思
う
が
、「
お
母
さ
ん
が
早
く
元
気
に

な
る
よ
う
に
。」
と
看
護
師
さ
ん
が
息

子
を
抱
い
て
病
室
に
や
っ
て
き
た
。
彼

は
小
さ
く
て
と
っ
て
も
か
わ
い
か
っ
た
。

「

す
ご
い
。
こ
ん
な
ん
が

お
腹
に
入
っ
て
い
た
ん
だ
…
」
あ

の
時
の
驚
き
は
う
ま
く
言
葉
に
出
来

な
い
。
自
分
の
及
ば
な
い
次
元
の
不
思

議
を
見
せ
ら
れ
た
感
じ
と
い
う
の
で
あ

ろ
う
か
。 

 「
お
母
さ
ん
が
命
が
け
で
生
ん
だ
ん
だ

ぞ
。」「
恩
着
せ
が
ま
し
い
ぞ
。」
確
か

に
恩
着
せ
が
ま
し
い
ね
。 

し
か
し
息
子
よ
、い
き
が
っ
て

も
無
駄
だ
ぞ
。
あ
ん
た
が
か
わ
い

ら
し
か
っ
た
時
の
こ
と
を
お
母

さ
ん
は
全
部
覚
え
て
い
る
ん
だ
か
ら
ね
。 

 

無料法律相談 
司法書士会館で面談による法律相談を受け

付けています。ご予約のうえ、お気軽にご利用

ください。 

●面談による法律相談 

　司法書士会館（四谷）1階相談ブース 

　お問い合わせは　03-3353-9191（予約制） 

　・毎週月曜日　午後4時～7時 

　・毎週火曜日　午後6時～8時半 

　・毎週水曜日　午後4時～7時 

　・毎週木曜日　午後6時～8時半 

　・毎週金曜日　午後4時～7時 

　・毎週土曜日　午後1時～4時 
 

　三多摩支会事務局（立川） 

　お問い合わせは　042-527-1919（予約制） 

　訴訟・成年後見・登記・その他の法律相談 

　・毎週水曜日　午後5時～8時 

　クレジット・サラ金等多重債務の相談 

　・毎週木曜日　午後5時～8時　 

●フリーダイヤルによる電話法律相談 

　フリーダイヤル 0120-33-7173 

　クレジット・サラ金相談 

　・毎週月曜日～木曜日　午後6時～8時 

　訴訟に関する相談  

　・毎週金曜日　午後6時～8時 

●メールによる法律相談 

　http://www.tokyokai.tsknet.or.jp 

　上記ホームページの相談コーナーをご利用ください。 

●相談内容 

　クレジット・サラ金相談 

　成年後見相談 

　訴訟に関する相談 

　不動産登記相談 

　会社法務相談 
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は、NHKへのご連絡をお願いします。 

What's 「 falo」 ? 
falo（ファーロ）とはイタリア語で「灯台」を表す言葉です。 
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編集後記 
今、日本中に悪質商法がはびこっている。 

インターネットや携帯電話、 

ＩＴ技術の急速な進歩が、 

次から次へと新手の詐欺を生み出す。 

誰もがその被害者となりうる社会で、 

ｆａｌｏが暗闇を照らす一条の光と 

なることを願う。 
Ｋ．Ｎ． 

私
は
平
成
１３
年
自
宅
開
業
の
主
婦

兼
司
法
書
士
で
あ
る
。
毎
日
、「

子

育
て
と
仕
事
は
両
立
し

な
い
ぞ
ぉ
」
と
つ
ぶ
や
き
な
が
ら

生
活
し
て
い
る
。
司
法
書
士
と
し
て
の

経
験
が
浅
く
、
来
る
仕
事
来
る
仕
事

初
め
て
が
多
く
、
周
り
の
人
々
に
助

け
て
も
ら
っ
て
よ
う
や
く
仕
事
を
し
て

い
る
。 

そ
れ
で
も
司
法
書
士
に
な
っ
て
よ
か
っ

た
な
ぁ
と
思
う
の
は
、
今
ま
で
お
客
さ

ん
の
口
か
ら
も
同
業
者
か
ら
も
、「
女

は
ダ
メ
だ
」「
女
に
は
出
来
な
い
」
等

の
否
定
的
な
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
な

い
こ
と
だ
。
OL
の
頃
、
ト
イ
レ
で
時
々

泣
い
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
と

素

敵
な
職
業
だ
と
思
う
。

こ
れ
ま
で
女
性
司
法
書
士
の
先
輩
方

が
苦
労
し
て
道
を
作
っ
て
く
れ
た
こ
と

に
心
よ
り
感
謝
し
て
い
る
。
私
も
先

輩
方
に
続
い
て
歩
ん

で
行
け
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
。 

 

自
宅
は
会
社
に
勤

め
て
い
た
時
は
、
帰
っ

て
寝
る
場
所
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
と
、

俄
然
様
相
が
違
っ
て
く
る
。
幼
い
子
ど

も
に
よ
り
、

半
強
制
的
に
地

域
に
繋
が
っ
て
い
く
の
が
よ
く
わ
か
る
。

幼
稚
園
の
お
母
さ
ん
同
士
の
お
付
き

合
い
、
バ
ザ
ー
の
手
伝
い
、
町
内
会
の

お
祭
り
の
手
伝
い
、
小
学
校
の
P
T
A
、

ま
た
子
ど
も
が

雨
宿
り
し
て

そ
の
ま
ま
昼
寝
し
た
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
屋
さ
ん
と
の
お
付
き
合
い
、
ピ

ア
ノ
教
室
の
お
迎
え
が
遅
れ
た
時
、
子

ど
も
の
手
を
つ
な
い
で
待
っ
て
い
て
く
れ

た
魚
屋
さ
ん
と
の
お
付
き
合
い
等
々
、

感
謝
し
な
が
ら
、
迷
惑
を
か
け
な
が

ら
ご
近
所
と
繋
が
っ
て
い
く
。 

事
務
所
開
業
の
初
仕
事
は
、
息
子
の

幼
稚
園
時
代
の
お
友
達
の
お
母
さ
ん

か
ら
の
抵
当
権
抹
消
の
依
頼
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
も
、
小
学
校
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

の
お
父
さ
ん
の
会
社
設
立
、
お
母
さ
ん

の
親
戚
の
相
続
等
々
ご
近
所
は
大
切
な

お
客
様
で
あ
る
。 

 

そ
の
息
子
も
中
学
１
年
生
と
な
り
、

最
近
め
っ
き
り
素
直
な
言
葉

が
聞
か
れ
な
く
な
っ
た
。
自
宅
兼
事

務
所
だ
と
、
大
声
で
怒
鳴
り
あ
っ
て
親

子
喧
嘩
し
て
い
る
最
中
も
電
話
は
か
か
っ

て
く
る
。
当
然
、「
は
い
。
尾
林
で
す
。」

愛
想
よ
く
電
話
に
出
る
と
、「
信
じ
ら

れ
な
い
ぞ
。
二
重
人
格
！
」
B
G
M

の
う
る
さ
い
こ
と
！ 

ま
た
、
お
客
さ
ん
に
「
昨
日
の
夜
電

話
し
た
ら
ご
主
人
が
出
ら
れ
ま

し
た
。」
と
言
わ
れ
て
、
顔
か
ら
火
が

出
る
ほ
ど
恥
ず
か
し
い
時
も
あ
る
。

声
変
わ
り
し
た
息
子
が
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う

に
応
対
し
た
の
が
一
目
瞭
然
、
電
話
が

あ
っ
た
こ
と
す
ら
教
え
て
く
れ
な
い
。 

 

息
子
の
お
産
は
難
産
で
あ
っ
た
。
全

身
麻
酔
で
緊
急
手
術
だ
っ
た
の
で
産
声

を
聞
く
こ
と
も
な
く
、
生
ま
れ
た
姿

を
見
る
こ
と
も
な
く
、
意
識
が
戻
る

と
病
室
の
ベ
ッ
ト
に
い
ろ
ん
な
チ
ュ
ー
ブ

で
繋
が
れ
て
い
た
。
看
護
師
さ
ん
は
口
々

に
「
お
父
さ
ん
似
の
元
気
な
男
の
子
よ
。」

と
言
う
。（
夫
は
産
科
の
看
護
師
は
病

院
で
揉
め
事
が
勃
発
し
な
い
よ
う
に
、

必
ず
お
父
さ
ん
似
と
い
う
言
葉
を
添

え
る
よ
う
教
育
さ
れ
て
い
る
に
違
い
な

い
と
言
っ
て
い
た
。）
３
日
目
だ
っ
た
と

思
う
が
、「
お
母
さ
ん
が
早
く
元
気
に

な
る
よ
う
に
。」
と
看
護
師
さ
ん
が
息

子
を
抱
い
て
病
室
に
や
っ
て
き
た
。
彼

は
小
さ
く
て
と
っ
て
も
か
わ
い
か
っ
た
。

「

す
ご
い
。
こ
ん
な
ん
が

お
腹
に
入
っ
て
い
た
ん
だ
…
」
あ

の
時
の
驚
き
は
う
ま
く
言
葉
に
出
来

な
い
。
自
分
の
及
ば
な
い
次
元
の
不
思

議
を
見
せ
ら
れ
た
感
じ
と
い
う
の
で
あ

ろ
う
か
。 

 「
お
母
さ
ん
が
命
が
け
で
生
ん
だ
ん
だ

ぞ
。」「
恩
着
せ
が
ま
し
い
ぞ
。」
確
か

に
恩
着
せ
が
ま
し
い
ね
。 

し
か
し
息
子
よ
、い
き
が
っ
て

も
無
駄
だ
ぞ
。
あ
ん
た
が
か
わ
い

ら
し
か
っ
た
時
の
こ
と
を
お
母

さ
ん
は
全
部
覚
え
て
い
る
ん
だ
か
ら
ね
。 

 

無料法律相談 
司法書士会館で面談による法律相談を受け

付けています。ご予約のうえ、お気軽にご利用

ください。 

●面談による法律相談 

　司法書士会館（四谷）1階相談ブース 

　お問い合わせは　03-3353-9191（予約制） 

　・毎週月曜日　午後4時～7時 

　・毎週火曜日　午後6時～8時半 

　・毎週水曜日　午後4時～7時 

　・毎週木曜日　午後6時～8時半 

　・毎週金曜日　午後4時～7時 

　・毎週土曜日　午後1時～4時 
 

　三多摩支会事務局（立川） 

　お問い合わせは　042-527-1919（予約制） 

　訴訟・成年後見・登記・その他の法律相談 

　・毎週水曜日　午後5時～8時 

　クレジット・サラ金等多重債務の相談 

　・毎週木曜日　午後5時～8時　 

●フリーダイヤルによる電話法律相談 

　フリーダイヤル 0120-33-7173 

　クレジット・サラ金相談 

　・毎週月曜日～木曜日　午後6時～8時 

　訴訟に関する相談  

　・毎週金曜日　午後6時～8時 

●メールによる法律相談 

　http://www.tokyokai.tsknet.or.jp 

　上記ホームページの相談コーナーをご利用ください。 

●相談内容 

　クレジット・サラ金相談 

　成年後見相談 

　訴訟に関する相談 

　不動産登記相談 

　会社法務相談 
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司法書士 
あなたの街の法律家 

東京司法書士会 
http://www.tokyokai.tsknet.or.jp

あなたと暮らしを応援する法律情報誌 
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自
分
は
大
丈
夫
、と
思
っ
て
い
て
も 

気
づ
い
た
ら
被
害
者
に
… 

そ
ん
な
時
は
、迷
わ
ず
ご
相
談
を
！ 

連
載
エ
ッ
セ
イ 

吉
永
み
ち
子
の 

つ
れ
づ
れ
日
記 

「
時
の
価
値
価
値
。」 

Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ 

「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」「
架
空
請
求
」 

＝
『
振
り
込
め
詐
欺
』 

に
よ
る
被
害
レ
ポ
ー
ト 

司
法
書
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